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問題 A =

(
3 1

−4 −1

)
とする. P−1AP が上三角行列となるような正則行列をひとつ求

めよ.
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54. 次の行列 A に対して, P−1AP が上三角行列となるような正則行列 P をひとつ求めよ.

(1) A =

−3 4 3

−4 9 8

4 −8 −7

 (2) A =

2 1 −1

1 −1 3

1 −3 5


55. 次の行列 A の固有多項式を求め, ケイリー・ハミルトンの定理を利用してA3 を計算
せよ.

(1) A =

2 0 1

1 −1 1

0 1 −1

 (2) A =

2 −1 4

2 −1 5

1 0 −1


56. n を自然数とする. 次の行列 A について An の各成分を n を用いて表わせ.

(1) A =

(
6 2

2 9

)
(2) A =

(
3 1

1 3

)
(3) A =

(
−7 6

6 2

)
57. 数列 {an}∞n=1 は,

a1 = 1, a2 = −1, an+2 = 4an+1 − 3an (n = 1, 2, . . .)

を満たしている. 漸化式を 2× 2 行列 A を用いて

(
an+1

an+2

)
= A

(
an
an+1

)
と表し, A の

対角化を利用して an の一般項を求めよ.

58. 数列 {an}∞n=1 は,

a1 = 1, a2 = 0, a3 = 1, an+3 = 2an+2 + an+1 − 2an (n = 1, 2, . . .)

を満たしている. 漸化式を 3× 3 行列 A を用いて

an+1

an+2

an+3

 = A

 an
an+1

an+2

 と表し, A の

対角化を利用して an の一般項を求めよ.

59. 自然数 n に対して, xy平面上の点 Pn の座標を (xn, yn) とする. A =
1

6

(
1 −2

3 6

)
に

よって Pn の座標 (xn, yn)を

(x1, y1) = (1, 0),

(
xn

yn

)
= A

(
xn−1

yn−1

)
(n = 2, 3, . . .)

と順次定めるとき, lim
n→∞

xn, lim
n→∞

yn は収束することを示せ.


